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たなか・さかい：共同通信社の記者を経て1997年にマイクロ
ソフトに転職。「MSNジャーナル」を日本初の本格的コラムサ
イトに育てる。現在、毎週配信している国際ニュース解説のメ
ール読者が16万人を超える。 www.tanakanews.com田中 宇c o l u m n s

世界のネット事情 - 9

見 つ か ら な い“ ポ ス ト 広 告 収 益 モ デ ル”

曲がり角にきた世界のネットビジネス

「中国語で唯一のネット専業ニュースメディア」と称し

ていた台湾の「明日報」 が、2月下旬に破綻し

た。昨年の2月にスタートした明日報は独自の視点で書

かれた記事が多く、株式上場も果たしていた。明日報

の存在は台湾のメディア業界が、ネット専業ニュース会

社が存在していない日本よりも進んでいる事実を示す

ものだったが、広告以外に大きな収入源が存在しなか

ったため、破綻につながった。

台湾や香港、中国では、コミュニティー型ポータルサ

イトの「人人網站」 や、オークションサイト「クール

ビット」（酷必得） なども経営危機と報じられてお

り、コンテンツ系のインターネットビジネス全体が窮地

に陥った観がある。

台湾ではまた、世界的なパソコンの売れ行き不振の

あおりを受け、パソコンメーカーのエイサーやツインヘッ

ドが相次いで人員削減に動いている。これらは人件費

が安い中国大陸に工場を移すことに伴う決定でもある

が、製造部門だけでなく技術開発部門の人員も整理さ

れているため、業績悪化を回避するための合理化策で

あることは間違いない。「ハイテク宝島」と自称してきた

台湾のネット関連産業は、ハードでもソフトでも曲がり

角にきている。

こうした変化は台湾だけのことではない。株式大国

のアメリカを筆頭に、コンテンツ系ネットビジネスのほと

んどは、株式投資家がネット株に過大な期待を寄せた

ことを利用して、株式を使った資金調達力だけで会社

を大きくしていった。だが、収入が広告しかないという

弱さは改善されないままだったので、昨年春にアメリカ

で投資家がネットビジネスの「裸の王様」さに気づいて

売りに転じると、ネット株の急落が起きた。これがアジ

アにも波及し、明日報の破綻などにつながった。当然、

こうした動きは日本にも影響し始めている。

アメリカでは、巨人マイクロソフトの将来を危ぶむ分析
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も目立つようになった。パソコンの売れ行きが鈍化する

一方、ウィンドウズやオフィスなどのソフトウェアの機能は

もうあまり改善すべき部分がなく、今のバージョンで十

分使っていけるため、ソフトウェアの売れ行きも落ちると

みられるためだ。アメリカ政府はマイクロソフトが独占禁

止法違反だとして分割する計画を立てていたが、今後

マイクロソフト自体が弱体化するのであれば、もう分割

する必要もないとみるアナリストもいる。

広告収入が減ったアメリカの大手マスコミのウェブサ

イトでは、社内の制作費を切り詰めるため、自社で作っ

た記事を並べたサイトのようにみせかけて、もっぱらロ

イターなど通信社の記事を貼り付けてコンテンツにする

手法も目立っている。そこには、老舗の新聞のブランド

力だけを使い、安上がりにページビューを稼ごうとする

戦略が見え隠れしている。

コンテンツビジネスがつぶれ、旧来型メディアに戻っ

たエディターやアーティストも多いだろうが、そこで待っ

ているのはネットの世界に飛び出すことができなかった、

どちらかというと臆病な人々であり、ネットからの出戻り

組は当分は彼らの下で冷や飯を食いつなぐことを強い

られることになる。臆病な人々が支配する世界では、新

しいことをやろうとする動きも鈍るだろう。コンテンツ系

ネットビジネスの崩壊はビジネスの面だけでなく、文化

を作るという面でもマイナス影響を残すかもしれない。

とはいえ、希望はどこにでもある。長期的にみれば

ネットはいろいろな可能性を秘めているので1、2年はネ

ットで食べていけなくても、これまで「ドッグイヤー」で全

力疾走してきた頭と体を休めるための期間だと思えば、

また希望が湧いてくるのではないだろうか。
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